[bookmark: _Hlk51342799]様式８
企画提案書

年　　　月　　　日

　福山市長　様
（南部地域振興課）

【提出者】
所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実印
名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（角印等を使用する場合は、押印すること。）
（担当者連絡先）
所属・役職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
名　　　前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連　絡　先（電話番号）　　　　　　　　　　　　　　　　　
（ＦＡＸ番号）　　　　　　　　　　　　　　　　　
（電子メール）　　　　　　　　　　　　　　　　　


（仮称）福山港鞆地区交流施設の利活用に関するプロポーザル実施要領に基づき企画提案書を提出します。


（1）提案内容について
プロポーザル実施要領に基づき利活用の内容・実施までのスケジュールを提案してください。
	〈利活用の内容〉







〈実施までのスケジュール〉










※参考資料を任意様式（Ａ４サイズ）で添付することができます。その場合は本様式の記述欄へ別添がある旨を記載してください（以下同じ）。

（２）希望借受期間について
希望する借受期間とその理由を記載してください。
	希望借受期間
	
　　　　　　年　　　　月　　　　日～　　　　　　年　　　　月　　　　日まで希望


	理由
	





（３）希望借受賃料について
希望する借受賃料及び理由を記載してください。なお、評価額（月額・税込１１３，３００円）未満の提案はできません。
	希望借受賃料
（円）
	

	理由







（４）利活用による効果について
提案内容の内、中核となる利活用の内容が鞆町の地域活性化や住民福祉の向上（関係人口・交流人口の増加、地域コミュニティの維持、住民の健康維持・増進など）にどのようにつながるのか記載してください。
	






（５）今回の提案内容と同種・類似の実績について
これまで提案内容と同類・類似している実績があれば記載してください。
	






（６）実績から得たアイデア・ノウハウをどのように提案内容へ活かすことができるか記載してください。
※上記（５）を記載した場合こちらも記載してください
	






（７）必要人員・人員確保方法について
提案内容を実施する際の必要人数や人員確保方法を記載してください。
	〈必要人数〉


〈人員の確保方法〉









（８）資金計画について
初期投資に係る資金計画及び資金調達計画を記載してください。
	資金計画
（設備・設置工事・運転資金等）
	金額
（千円）
	資金調達計画
（自己資金・借入金・補助金等）
	金額
（千円）

	項目
	
	項目
	調達先
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※金額の百の位は四捨五入してください。
※資金計画の算定の根拠となる見積書、積算書がある場合は、それを添付してください。
※借入金、社債等は具体的な調達先について示してください。

（９）収支計画について
収入及び支出の項目、年額、根拠を予測可能な範囲で作成してください。
ア　収入
	項目
	年額（千円）
	根拠

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合計
	
	


イ　支出
	項目
	年額（千円）
	根拠

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	合計
	
	


※金額の百の位は四捨五入してください。
※資金計画の算定の根拠となる見積書、積算書がある場合は、それを添付してください。

（10）想定されるリスクへの対応について
周辺環境への配慮、安全対策など想定されるリスクへの対応について記載してください。
	









（11）地域・地元住民との関わりについて
鞆町の住民の交流、居場所づくりのために鞆町の住民により組織する団体（以下、「団体」という。）から施設の使用希望があった際の貸出方法・日数について、考え方を記載してください。
	






（12）団体が施設の使用を希望した場合の貸出範囲について
団体が使用できる箇所について記載してください。※該当する方の□を■にしてください。
	室名
	貸出の可否
	理由等

	会議室①
	□可　・　□不可
	

	会議室②
	□可　・　□不可
	

	会議室③
	□可　・　□不可
	



（14）団体へ貸出する場合の光熱水費の徴収について
光熱水費（実費相当額）の徴収について記載してください。
	光熱水費（実費相当額）の徴収の有無（※該当する方の□を■にしてください。）
□　ア　徴収する
□　イ　徴収しない

	上記の理由




	徴収する場合、光熱水費の実費相当額の算出方法





（15）団体への貸出時間が月３５時間を超える場合の使用料の徴収について
使用料の徴収について記載してください。
	使用料の徴収の有無（※該当する方の□を■にしてください。）
□　ア　徴収する
□　イ　徴収しない

	上記の理由




	徴収する場合、使用料の額の算定根拠





